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令
和
8
年
度 

島
根
お
お
ち
地
区
本
部 

総
代
説
明
会

　
令
和
7
年
度
は
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
加
え
、
中
東
情
勢
も
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
や
物
流
網
の
分
断
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
、
資
源
価
格
の
高
騰
を
招
く
な
ど
、
世
界

経
済
は
さ
ら
に
不
安
定
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
島
根
県
内
の
農
業
情
勢
に
お
い
て
は
、
猛
暑

の
状
態
化
・
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
の
発
生
や
、
令
和
8
年
1
月
に
発
生
し
た
最
大
震
度
5
強

の
地
震
に
よ
り
各
地
の
農
業
生
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
主
な
事
業
活
動
と
成
果
と
し
て
は
、
令
和
7
年
度
は
、
第
4
次
中
期

経
営
計
画
の
初
年
度
と
し
て
引
き
続
き
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の

活
性
化
」
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
、
事
業
本
部
的
運
営
を
基
軸
と
し
た
新
た
な
体
制
の
見
直
し
を

含
む
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
持
続
性
の
あ
る
事
業
運
営
を
目
指
し
た
取
組

み
と
し
て
、
9
月
の
統
括
支
店
と
瑞
穂
支
店
の
統
合
及
び
令
和
8
年
3
月
の
営
農
部
と
生
活
部
の

統
合
に
よ
る
営
農
経
済
部
を
新
設
す
る
機
構
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。
営
農
事
業
で
は
、
特
別
栽

培
米
「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」
及
び
「
つ
や
姫
」
の
生
産
拡
大
と
販
売
強
化
に
向
け
、
S
N
S
を

活
用
し
た
情
報
発
信
に
合
わ
せ
、
休
日
の
水
稲
栽
培
講
習
会
の
開
催
に
よ
り
、
さ
ら
に
営
農
に
取

り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　
園
芸
品
目
は
、「
白
ネ
ギ
」「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」「
た
ま
ね
ぎ
」
の
栽
培
面
積
拡

大
及
び
販
売
高
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
の
継
続
活
用
に
よ
る
「
ぶ

ど
う
（
神
紅
（
し
ん
く
））」
の
ハ
ウ
ス
面
積
が
合
計
で
4
5
7
ａ（
47
棟
）
と
な
り
、
産
地
化
と

販
売
高
向
上
を
目
指
し
た
栽
培
指
導
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
畜
産
事
業
で
は
、
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
農
家
支
援
と
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
・
更
新
支

援
を
行
い
市
場
出
荷
頭
数
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
生
産
購
買
事
業
で
は
、
T
A
C
と
連
携
し
た
低
コ
ス
ト
肥
料
品
目
提
案
に
よ
る
、
農
家
の
所
得

向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
川
本
店
と
連
携
し
品
揃
え
の
充
実
に
取
り
組

み
、
組
合
員
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
生
活
購
買
事
業
で
は
組
合
員
と
の
対
話
活
動
の
一

環
と
し
て
、
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
営
農
部
と
連
携
し
農
業
者
の
所
得
増
大
を
目
的
に
、

管
内
の
農
畜
産
物
・
加
工
品
を
贈
答
品
「
旬
の
ふ
る
さ
と
味
覚
便
」「
味
の
絆
」
と
し
て
販
売
拡
大

に
努
め
ま
し
た
。
正
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
除
草
作
業
応
援
券
を
配
布
し
農
業
用
燃
料
の
割
引

と
除
草
関
連
資
材
の
安
価
供
給
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
販
売
事
業
で
は
、
米
の
一
等
米
比
率
が
68.
1
%
と
な
り
、
前
年
を
8.
6
％
下
回
り
、
集
荷
数

量
は
7
1
、7
9
7
袋
と
な
り
ま
し
た
。

　
信
用
事
業
で
は
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
・
J
A
バ
ン
ク
ア
プ
リ
等
、
利
便
性
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
に
よ
り
新
た
な
利
用
者
の
取
引
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

　
共
済
事
業
で
は
、
3
Q
活
動
を
軸
と
し
た
情
報
提
供
活
動
を
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

と
支
店
担
当
者
（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
双
方
の
連
携
に
よ
る
取
組
み
に
よ
り
、「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合
保
障
に
対
し
「
安
心
」
と
「
満
足
」
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
最
終
決
算
状
況
は
、
事
業
利
益
6
千
7
1
2
万
円
、
経
常
利
益

10
千
1
5
2
万
円
、
当
期
剰
余
金
3
千
7
8
7
万
円
で
し
た
。

6
月
19
日
に
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
総
代
説
明
会
を
、
邑
南
町
田
所
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

事
業
報
告

総
代
説
明
会
Q

A
＆

QQ AA
出
資
配
当
率
を
1.
25
％
で
行
う
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
利
益
の
分
配
に
つ

い
て
は
、
職
員
数
の
減
少
や
物
価
高
の
影
響
も
踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
給
与
を
上
げ
る

こ
と
、
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
の
活
動
費
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
。

農
林
中
央
金
庫
の
経
営
状
況
は
ど
う
な
の
か
。ま
た
、こ
の
先
、配
当
は
行
え
る
の
か
。

定
期
金
利
が
１
%
を
超
え
る
商
品
も
あ
り
、昨
年
度
の
出
資
配
当
率
0.
75
%
に
対
し
、

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
同
組
合
と
し
て
利
益
の
分
配
は
組
合
員
に
対
し
、
出
資
配
当
と
い
う
形
で
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
利
益
が
出
た
限
り
は
、
金
利
あ
る
情
勢
に
応
じ
た
形
で
1.
25
%
の
配
当
を

提
案
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

Ｊ
Ａ
職
員
へ
の
分
配
は
、
全
国
的
に
賃
金
が
上
が
っ
て
い
る
中
で
、
昨
年
に
は
、
新
人
事
制
度

を
導
入
し
、初
任
給
を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
、計
画
的
に
新
人
事
制
度
に
沿
っ

た
形
で
待
遇
改
善
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
、
県
内
の
学
校
給
食
用
に
新
米
を
寄
贈
す
る

活
動
な
ど
、
今
後
も
継
続
で
き
る
も
の
は
限
り
な
く
継
続
実
施
を
す
る
形
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
大
き
な
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
は
約
1
、２
0
0
億
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
年
度
の
事
業
利
益
で
あ
っ
て
、
未

だ
有
価
証
券
評
価
損
を
計
上
す
る
状
態
で
、
令
和
７
年
度
決
算
に
お
け
る
配
当
は
困
難

な
状
況
で
あ
る
と
、
会
員
で
あ
る
私
ど
も
は
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
１
日
も

早
い
再
生
・
復
帰
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

食 育
ベ ン

イ
ト愛菜カレー

の日

7/ 28
２９
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令和８年度 J A出荷米の休日受入日について
月 ８月 ９月 10 月
日 29 30 5 6 12 13 19 20 21 22 23 26 27 3 4 10 11 12

曜日 土 日 土 日 土 日 土 日 月 火 水 土 日 土 日 土 日 月
受入対応時間 午前中（8:30~12:00）

事　
業　
所　
名

瑞 穂 事 業 所 〇 〇 〇 〇 〇
羽須美事業所 〇 〇 〇 〇
石 見 事 業 所 〇 〇 〇 〇 〇 〇
川 本 事 業 所 JA休業日の米受入対応は行いません
邑 智 事 業 所 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大 和 事 業 所 JA休業日の米受入対応は行いません
桜 江 事 業 所 〇 〇 〇

【お願い】

【ライスセンターからのお願い】

【庭先集荷について】

※  JA 休業日の米受入対応は上記表の○印のみ対応致します。
※ 受入対応時間は午前８時３０分から、お昼１２：００までとなります。
※  JA 休業日に米の持込みを希望されます方は、事前に事業所までご連絡をお願い致します。（事前連絡が無い場合は職員対応ができないこ
　 とがあります。）

 ※ ライスセンターでは休業日を導入して業務を行ってまいります。各ライスセンターの休業日は事業所とライスセンターの店頭に掲示し
　  ていますのでご確認の上、ご利用いただきますようお願い致します。

 ※米の集荷は、邑智トラック事業協同組合に委託しています。集荷まで時間をいただく場合がございますので、あらかじめご了承ください。

食 育
ベ ン

イ
ト愛菜カレー

の日

7/ 28
２９

　JA 島根おおち青年連盟と女性部は、J A 職員らとともに地元食材のおいしさを伝える食育
イベント「愛菜カレーの日」を管内１３の保育所（園）で実施しました。
　各保育所（園）を訪問してカレーを一緒に作るこのイベントは、平成 20 年から続いてお
り今年で１９年目を迎えました。島根おおちブランドの「石見高原ハーブ米」、「石見和牛肉」
のほか、管内産の白ネギ、ピーマン、トマトなど約１０品目の食材を持ち込み、園児と一
緒に野菜を切ってカレーを作り、薪でお米を炊いたり、カレーができる合間に野菜のクイ
ズや紙芝居をしたりと思い思いの楽しい時間を過ごしました。また今年は、川本町の各保
育所に同町を拠点とする社会人女子硬式野球クラブ「島根フィルティーズ」の選手の皆さ
んが参加してくれました。食材の中のピーマンは、フィルティーズの選手が５月に定植し、
収穫したものを使用しました。「ピーマンの種がない！」と驚く園児や「クイズが楽しかっ
た！」「美味しかった！」「おうちでもお手伝いする！」などのうれしい感想も聞かれました。
　青年連盟と女性部、島根おおち地区本部はこれからも食農教育を基軸に食べ物を作るこ
との大変さや食べることの大切さを伝え「愛菜カレーの日」のみならず有意義なイベント
を企画してまいります。
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島根おおちトピックス

魅
力
発
見
！
邑
智
郡

農
業
・
塾

　「
視
察
編
」

羽
須
美
中
学
校
農
業

体
験

　
邑
智
郡
農
業
士
会
（
月
山
正
幸
会
長
）
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根

お
お
ち
地
区
本
部
や
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連

携
し
、魅
力
発
見
！
邑
智
郡
農
業・塾
「
視
察
編
」
を
行
い
ま
し
た
。

矢
上
高
校
と
連
携
し
て
同
校
産
業
技
術
科
１
年
生
31
名
を
対
象
と

し
、「
邑
智
郡
の
農
産
物
と
生
産
者
、
生
産
現
場
～
流
通
を
み
ち
ゃ

ろ
う
！
き
い
ち
ゃ
ろ
う
」
と
題
し
、
地
域
農
業
学
習
と
し
て
管
内

の
生
産
現
場
と
流
通
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
邑
南
町
ア
グ
サ
ポ
隊
研
修
圃
場
で
ブ
ド
ウ
の
島
根
県

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
神
紅
」
の
栽
培
に
つ
い
て
年
間
の
作
業
を
学

び
、
続
い
て
生
産
者
の
片
山
証
さ
ん
の
白
ね
ぎ
圃
場
を
見
学
し
、

片
山
さ
ん
は
「
自
然
の
力
と
新
し
い
技
術
の
両
方
が
大
事
、
A
I
を
活
用

し
栽
培
管
理
が
で
き
る
こ
と
で
省
力
化
に
繋
が
り
、
緑
肥
を
活
用
す
る
こ

と
で
土
が
元
気
に
な
る
。
今
や
っ
て
い
る
こ
と
が
必
ず
未
来
に
繋
が
り
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
農
業
の
魅
力
に
つ
い
て
話
ま
し
た
。
午
前
中

の
最
後
は
、
道
の
駅
邑
南
の
里
の
産
直
施
設
の
見
学
を
行
い
、
生
産
者
か

ら
栽
培
さ
れ
た
商
品
が
消
費
者
へ
渡
る
過
程
を
学
び
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
原
村
の
邑
南
町
農
林
水
産
物
集
出
荷
貯
蔵
施
設
で
Ｊ
Ａ
の
担

当
職
員
か
ら
集
出
荷
場
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
生
産
者
か
ら
出

荷
さ
れ
た
米
、
野
菜
の
流
通
へ
の
流
れ
を
学
ん
だ
あ
と
邑
南
町
口
羽
地
区

へ
移
動
し
て
、（
合
）
夢
フ
ァ
ー
ム
口
羽
（
谷
岡
良
昭
代
表
社
員
）
に
お

い
て
ド
ロ
ー
ン
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
水
稲
に
関
連
し
た
農
業
機
械
の
乗
車
体
験
を

行
い
ま
し
た

　
こ
の
日
は
時
お
り
雨
が
降
る
な
ど
不
安
定
な
天
候
で
し
た
が
、
生
産
者

が
栽
培
し
た
米
や
野
菜
が
消
費
者
へ
渡
る
過
程
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が

あ
る
こ
と
を
視
察
を
通
し
て
学
び
、
邑
智
郡
の
農
業
に
つ
い
て
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

7/6

7/6

魅
力
発
見
！
邑
智
郡
農
業
・
塾

　

「
昼
食
編
」

　
島
根
お
お
ち
女
性
部
（
森
光
美
佐
子
部
長
）
は
、今
年
も
邑
智
郡
農
業
士
会
（
月

山
正
幸
会
長
）
が
主
催
し
、
島
根
県
立
矢
上
高
等
学
校
1
年
生
32
名
を
対
象
に
行

わ
れ
た
「
魅
力
発
見
！
邑
智
郡
農
業
・
塾
」
に
お
い
て
、
昼
食
作
り
を
担
当
し
島

根
お
お
ち
管
内
で
採
れ
た
農
作
物
を
使
用
し
た
「
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
を
ふ
る
ま

う
「
昼
食
編
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
バ
ン
ズ
に
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
具
材
に
は
、
石
見
和
牛
肉
、
ご

ぼ
う
、ト
マ
ト
、玉
ね
ぎ
、レ
タ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、卵
を
使
用
し
、隠
し
味
に
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
使
っ
た
ソ
ー
ス
を
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
生
野

菜
サ
ラ
ダ
、「
家
の
光
」
の
記
事
を
活
用
し
た
一
品
飛
鳥
汁
も
一
緒
に
提
供
し
ま
し

た
。
ま
た
、
管
内
で
広
く
栽
培
し
て
い
る
、「
広
島
菜
」
の
受
入
れ
先
の
株
式
会
社

山
豊
よ
り
漬
物
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
森
光
部
長
は
、「
作
る
工
程
を
楽
し
ん
で
。
管
内
産
の
食
材
を
存
分
に
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
今
年
も
「
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
の
仕
上

げ
る
工
程
を
生
徒
の
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
も
ら
い
、「
こ
れ
全
部
入
れ
る
の
～
？
」

「
わ
っ
！
崩
れ
る
！
」
な
ど
と
声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、自
分
た
ち
で
仕
上
げ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る「
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
」

を
「
美
味
し
い
！
」
と
嬉
し
そ
う
に
か
ぶ
り
つ
き
、ま
た
、余
っ
た
「
ラ
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
」
を
争
奪
す
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
笑
顔
が
溢
れ
た
賑
や

か
な
食
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
管
内
の
農
作
物
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
邑
智
郡
の
魅
力
と
農
業

に
つ
い
て
発
信
し
地
域
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
お
い
し
さ
を
伝
え
る
食
育
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。

7/6

　
J
A
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
管
内
の

邑
南
町
立
羽
須
美
中
学
校
1
年
生
15
名
を
対
象
に
農

業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
学
習
は
、
地
域
農
業

に
関
す
る
学
習
や
栽
培
活
動
、
農
業
体
験
を
通
し
て
、

農
業
の
魅
力
や
役
割
、
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

地
域
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り
方
を
主
体

的
に
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
管
内
の
生
産
者
へ
出
向
い
て
、
な
す
、

ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ

リ
の
出
荷
調
製
作
業

を
体
験
し
、
生
産
者

か
ら
規
格
の
分
け
方

や
袋
の
詰
め
方
な
ど

を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ

Ａ
の
役
割
な
ど
の
研

修
を
行
い
、
阿
須
那

集
荷
場
や
原
村
の
邑

南
町
農
林
水
産
物
集

出
荷
貯
蔵
施
設
で
、

集
荷
さ
れ
た
野
菜
の

分
荷
か
ら
市
場
へ
出

荷
さ
れ
る
ま
で
を
学

習
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
出
荷
さ
れ
る
ま
で

に
、
こ
ん
な
に
選
別

さ
れ
て
い
る
の
は
驚

い
た
」「
J
A
の
役

割
が
理
解
で
き
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
、
農
業
へ
の
関
心

を
深
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
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ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
を
寄
贈

地
域
の
伝
統
芸
能
を
担
う
「
高
校
生
神
楽
」
を
応
援

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、「
Ｊ
Ａ
共
済
地
域
・
農
業
活
性
化
施
策
助
成
金
」
を
活
用
し
、
邑
南
町
へ
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
発
電
機
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
今
回
の
寄
贈
は
、
旧
７
市
町
村
単
位
で
計
７
台
を
順
次
贈
る
取
り
組

み
の
一
環
で
、
昨
年
ま
で
に
管
内
４
市
町
へ
６
台
が
寄
贈
済
み
で
、
残
る
１
台
を
邑
南
町
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
な
自
然
災
害
や
地
震
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
や
、
各
地
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
状
況
を
受
け
、
管
内
各
市
町
で
も
防
災
対
策
の
強
化
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。当
地
区
本
部
の
曽
根
貫
営
農
経
済
部
長
は「
万
一

の
備
え
の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
話
し
、
邑
南
町
の
大
屋
光
宏
町
長
は

「
こ
の
よ
う
な
緊
急
時
に
使
用
で
き
る
も
の
は
あ
り
が
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

　
寄
贈
し
た
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
は
、
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

の
ガ
ス
を
燃
料
と
し
、
取
り
扱
い
が
簡
単
で
、
緊
急
時
に
も
容
易
に

使
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
は
、
７
月
25
日
・

26
日
の
両
日
に
広
島
県
安
芸
高
田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
15
回
高

校
生
の
神
楽
甲
子
園
」
に
出
場
し
た
、
島
根
県
立
矢
上
高
等
学
校

の
神
楽
愛
好
会
に
協
賛
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
矢
上
高
校
で
行
わ
れ
、
当
地
区
本
部
の
天
川
昌
幸
統

括
支
店
長
が
、
神
楽
愛
好
会
代
表
の
渡
部
悠
介
さ
ん
へ
激
励
の
言

葉
と
と
も
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
渡
部
さ
ん
は
「
撮
影
し
た

動
画
を
見
な
が
ら
、
課
題
を
出
し
て
話
し
合
い
な
が
ら
質
を
高
め

た
。
大
会
で
は
演
目
「
山
姥
」
を
披
露
す
る
。
た
く
さ
ん
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
舞
い
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し

た
。

7/107/14

島根おおちトピックス

ゆ
と
り
倶
楽
部

　第
３
回
講
座

　

「
ラ
ン
タ
ン
作
り
」

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
ゆ
と
り
倶
楽
部
第
３
回
講
座
「
ラ
ン
タ

ン
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
家
の
光
講
師
の
影
山
和
美
さ
ん
を
迎
え
て
、

石
州
勝
地
半
紙
と
い
う
管
内
で
作
ら
れ
た
和
紙
を
地
元
の
グ
ル
ー
プ
が

草
木
染
し
た
も
の
を
飾
り
付
け
に
使
用
し
て
、「
家
の
光
」
記
事
か
ら
ラ

ン
タ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

　
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
に
膨
ら
ん
だ
風
船
に
半
紙
を
貼
り
付
け
て

い
き
、
３
か
ら
５
層
に
好
み
で
貼
り
、
飾
り
に
は
、
石
州
勝
地
半
紙
を

好
み
の
柄
に
切
り
取
り
、
内
か
ら
外
へ
糊
を
塗
っ
て
貼
り
付
け
て
仕
上

げ
ま
し
た
。
影
山
先
生
は
「
あ
ま
り
重
な
ら
な
い
よ
う
に
貼
っ
て
い
く

こ
と
が
コ
ツ
だ
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
周
り
の
人
と
会
話

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
は
会
話
も
な
く
な
り
、
真
剣
な

表
情
で
ラ
ン
タ
ン
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ラ
ン
タ
ン
作
り
は
、
講
座
中
に
出
来
上
が
ら
ず
に
持
ち
帰
る
参
加
者

も
い
ま
し
た
が
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
き
れ
い
に
で
き
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
中
四
国
地
区

Ｊ
Ａ
女
性
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

7/15

　
島
根
お
お
ち
女
性
部
（
森
光
美
佐
子
部
長
）
は
、
徳
島
県
で
行
わ
れ
た
中

四
国
地
区
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
、
森
光
部
長
が
島
根

県
を
代
表
し
て
「
魅
力
発
見
！
邑
智
郡
農
業
・
塾
で
活
動
エ
リ
ア
を
拡
大
～

継
続
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
新
た
な
出
会
い
～
」
と
題
し
て
、
地
元
矢
上
高

校
産
業
技
術
科
１
年
生
に
対
し
、「
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
を
提
供
す
る
取
り
組

み
を
活
動
事
例
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
講
評
の
中
で
高
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
島
根
お
お
ち
女
性
部
は
こ
れ
か

ら
も
関
係
機
関
と
連
携
し
食
農
教
育
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

7/23
・24
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営農だより

水稲

収穫・乾燥・調整の注意点として

　間もなく収穫期を迎えるにあたり、コンバインや乾燥調整機類の点検と掃除を実施しましょう。
掃除が十分出来ていないと、異物、異品種、コクゾウムシ・メイガなどの貯蔵害虫が玄米に混入する恐れがありますので必
ず掃除を行って下さい。

出穂してから約４０日前後で稲刈りとなります。近年では、高温の影響により収穫時期が早まっておりますので刈り遅れ
とならないよう注意しましょう。

コンバイン・乾燥調整機の点検と掃除について

収穫・調整

米のトレーサビリティー（生産履歴ＯＣＲ）の提出について

※乾燥の際には、過乾燥とならないよう十分に注意をして下さい！

生産履歴が確認された米について「ＪＡしまね米」として区分販売がこなわれます。
生産履歴の記帳を必ず実施し、履歴の提出をお願いします。
①　生産履歴ＯＣＲを配布しております。（７月外勤日）
②　生産履歴ＯＣＲを米の出荷５日前までにＪＡに提出して下さい。
　（ライスセンターを利用される方は、もみの受入れ前には、提出して下さい。）

※収穫目安については右の二次元コードから

１．雨や雨降り直後、朝露のある状態での収穫は避ける。
２．生籾をコンバイン袋に入れたまま長時間放置しない（ヤケ米の発生）。
３．乾燥機へ搬入後、本乾燥を行うまでは通風で管理し乾燥機内のムレを防止する。
４．籾摺り機のロール間隔を調整し、籾の混入、肌ずれ粒を起こさないよう注意する。
５．網目は、うるち米（コシヒカリ・きぬむすめ・つや姫）は 1．9mm
　　　　　　うるち米（つきあかり）、もち米１．８５㎜又は１．９㎜、酒米２．０㎜とする。
６．米袋の皆掛け重量は 30．5ｋｇとなる。

農薬散布される前には必ず防除日誌を確認し、使用回数等使用基準を厳守！

 - 重点品目野菜について病害虫の予防の徹底を図りましょう！-

白ねぎ

ナス

ミニトマト

ピーマン

広島菜【８月下旬～９月上旬定植】

※雨が多い時期はヘタの部分の傷みに注意して出荷をお願いします。
※１０日に１回はカキパック等（５００倍液）のカルシウム剤の散布をしましょう。

「定植の適期は播種後２０日 !!」　定植が遅くならないよう圃場準備は早めに
定植時にネキリムシ・根こぶ病の対策を忘れずに！！

※ボトリチス葉枯症・さび病は、出荷する葉にも影響がありますので防除の徹底をお願いします。　
　ネギの土寄せは最高気温が３０℃を下回る時期になって行って下さい！（軟腐対策）

※褐色腐敗病は昨年発生しております！
　収穫時には気がつかないので予防を必ずしてください！！

※単価が高い９月出荷にむけ、トマトトーンの使用（２００倍液）を丁寧に行いましょう。
※気温が低下し、日射が弱まる気候になったら「遮光資材」を取り除きましょう。
※１０日に１回はカキパック等（５００倍液）のカルシウム剤の散布をしましょう。

散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心
がけましょう。詳しくは、営農指導員へご相談下さい。また、
右記二次元コードからＪＡしまね島根おおちのホームページか
らでも確認が出来ます。

ボトリチス葉枯症

さび病

褐色腐敗病根こぶ病
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和牛情報 Wagyu Infomation

令和８年７月１５日 子 牛 市 場 成 績 表

　令和 8年７月の島根中央子牛市場平均価格は雌 798,872 円で前月比 10,492 円下げ、去勢 885,347 円で前月比 6,077 円
下げ、市場平均 844,430 円で前月比 9,471 円下げとなりましたが、依然高値で取引されています。
　島根県（中国地方）において 7月 8日に梅雨明けが発表されました。以前、高温多湿の日が続いています。夏時期の子
牛の下痢は、脱水症状を引き起こす要因になるため、下痢予防を行い、牛が水分補給をいつでも行える環境を作りましょう。　
また、日々の観察を徹底し早期発見・早期治療に心がけ、今後も発育良好で腹作りの出来た購買者に好まれる子牛上場に努
めましょう。

T とことん、A 会って、C コミュニケーション !!
ＴＡＣかわら版令和８年度

JA しまね　営農企画課JA しまね　営農企画課　　TAC 担当　原本　篤志TAC 担当　原本　篤志ＴＡＣから一言ＴＡＣから一言　　農作業事故ゼロを意識しましょう。農作業事故ゼロを意識しましょう。

「いのちをうばう、夏のひとり作業」～一人ひとりの「大丈夫？」が、命を守ります～
　農作業中の熱中症等による死亡者は、７月～８月にかけて多く発生しています。
　熱中症事故は、周りの人がお互いに気を配り、声をかけ合うことで、防げる可能性があります。自身の体調・周囲の人の体調を
気にしながら作業をしましょう。

夏の農機展示会＆ミニアグリミーティング開催！
　JA 全農島根農機サポート株式会社と島根おおち地区本部は、邑南町矢上の JA 全農農機サポート株式会社島根おおち営業所で「夏の農
機展示会＆ミニアグリミーティング」を開催しました。この催しは、当地区本部ＴＡＣと同会社が企画し、生産現場の課題解決に向けて、
営農、農業機械の新技術を中心とした情報発信を目的に実施しました。
　会場には農業機械の自動操縦システムや、ICT( 情報通信技術 ) を用いた捕獲器、スマホでほ場の状況を確認できるシステムなど、省
力化につながる資材のブースを多数設け、来場した皆さま
は熱心に説明を受けていました。今回の展示会では、約
２００名の組合員、利用者の皆さまにご来場をいただき、
今回のミニアグリミーティングの副題である「持続可能な
農業の取り組みの提案」を行いました。
　当地区本部では、農機サポートや関係機関と連携し、今
後も生産者の皆さまに最新技術の情報を提供していきます。

その他熱中症
対策は農水省 HP

農林水産省補助事業（農作業安全総合対策推進）にて作成　
制作事務：一般社団法人日本農業機械化協会

頭数 最高価格（円 / 税込） 平均価格（円 / 税込） 平均体重 (kg) 平均㎏単価 ( 円 ) 平均日齢

中央
メ　ス 97 1,054,900 798,872 291 2,747 283
ヌ　キ 108 1,156,100 885,347 318 2,783 281
合　計 205 844,430 305 2,767 282

管内
メ　ス 14 882,200 821,936 296 2,775 284
ヌ　キ 16 1,047,200 913,894 333 2,747 288
合　計 30 870,980 316 2,759 286

15



島根おおち地区本部

女性部が行く女性部が行く

瑞穂支部　料理教室瑞穂支部　料理教室

農業者・女性部健診　農業者・女性部健診　
追加募集について追加募集について

ＪＡ役職員・女性部員統一行ＪＡ役職員・女性部員統一行
動おもてなしプロジェクト動おもてなしプロジェクト

フレミズ部会「水ようかん作フレミズ部会「水ようかん作
り・フレイル予防」開催り・フレイル予防」開催

　島根おおち女性部瑞穂支部（住金末子支部長）は、
夏本番を迎えスタミナをつけるための料理を学ぼ
う！と「家の光」の記事を参考に料理教室を行いま
した。当日は部員１１名が参加し、住金支部長は「しっ
かり学んで、家で作ってみよう」とあいさつしました。
事務局がレシピについて簡単に説明したあと、２班
に分かれて５品の調理を開始しました。部員は、テ
キパキと作業を行いながらも「新じゃがとか玉ねぎ
とか旬がたくさん」「カレー焼き飯珍しい。食欲をそ
そるいい匂い」などの会話が聞かれました。
　皆さんの手際が良くて１２時頃の出来上がり予定
が、１１時過ぎには出来上がり、試食では「家でも
試してみよう」「すごいボリューム！」などの感想が
聞かれました。

申込を 6月末締切としておりましたが、定員に若干
空きがありますので、追加で募集をいたします。

農業者と女性部のための " 特別な健診 "

　島根おおち女性部桜江支部（坂根弥生支部長）は、
部員が作った作品を持ち寄って展示を行いました。
来店された方から「素敵な作品が並びましたね」「見
ていて飽きない」と声をかけられ、坂根支部長は「作
品を見てもらう良い機会。制作意欲につながる」と
話しました。今回の
川戸地区の展示から
２カ月毎に担当地区
が変わり、新しい作
品ができた時点でも
展示内容が変わりま
すのでお楽しみくだ
さい。

　島根おおちフレッシュミドルミズ部会幸せのたねた
んぽぽ（村上ユリ部会長）は、中野団地センターで「水
ようかん作り・フレイル予防」を行いました。
　森脇美也子副部会長を講師に簡単に作れる水ようか
んを作り、「本当に簡単！甘さも足さずにあんの甘さだ
け」と説明を受けながら素早く仕上げました。また、宮
本昭枝さんを講師に「家の光」の記事から「ローズマリー
ウォーター」と「ローズマリーオイル」を一緒に作り、
オイルは各自持ち帰りました。
　水ようかんが固まるまでの間、「家の光」の JA サテ
ライトプラスからフレイル予防講座を行いました。今回
は、足を中心にテニスボールやバンドなどを用いて運動
しました。テニスボールを足裏に当てて転がすと「結構
痛い！」「足が軽くなった」などの声がし、バンドは「加
減が解らない…」「どっち向きで足に当てるの？」など
と、とまどいの声も聞かれました。
　約１時間の講座を終えて、固まった水ようかんは、体
を動かした後の水分補給と心身をリフレッシュしてく
れるローズマリーウォーターと一緒に楽しみました。

7/
 16

6/
 30

7/
 12

大切なお知らせ

日 　 時 ：
定 　 員 ：

会 　 場 ：
対 象 者 ：

申込方法：

12 月 18 日（金）
80 名

矢上交流センター（邑南町矢上）
農業に従事する方およびその家族 /ＪＡしまね
女性部加入者およびその家族
お近くの JA 各支店に置いてある申込書にご記
入のうえお申込みください。

※健診内容等について詳しくは申込書をご確認ください。

申 込 締 切

9 月 30 日（水）
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9月の行事予定9月の行事予定

９月の外勤日

１６日(水)・１７日(木 )・１８日(金 )

葬祭センターよりお知らせ

廃止時期　　令和８年８月３１日（月）

今後のお支払いについて
・当組合各支店でのお支払い
・当組合口座へのお振込み
・クレジット決済（葬祭センターのみ取扱い）

　組合員・利用者の皆さまには日頃よりJA各事業および、葬祭センター事業をご利用いただき厚く御礼
申し上げます。
　さて、コンプライアンスのさらなる強化及び事故防止の観点から以下の期日より葬祭事業における現
金取扱を廃止させていただくことになりました。組合員・利用者の皆さまにおかれましては、何卒ご理
解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

人事異動のお知らせ
採用【令和8年７月８日付】

新部署・役職 氏　名 備考 出身組織 職員区分
営農経済部　畜産課　食肉加工センター 和田　ちずる 島根おおち 有期雇用

お便り紹介 今月も皆さんからのおたよりがたくさん届いています。ありがとうございます。
その他、JAに対するご意見・ご要望などお寄せください。

　農作物づくりに励んでおられる方々の紹介を毎回楽しみにしています。読ませてもらうと元気をもらいます。

　抜粋～　トピックスや他の記事に付いている写真がもう少し大きいほうが。

桜江支店管内　H さん　70 代

石見支店管内　O さん　70 代

　皆さん、作業に誇りを持っておられるのがすごく伝わりますよね　 暑さが続きます。皆さまには体調に気を付けていただきた
いですね。

　ご意見いただきありがとうございます。各行事の雰囲気を感じていただくことを目的に全体風景の構成としております。ご理
解をお願いします。
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